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議事次第

神奈川県における津波浸水想定域と対策の現状１ Ｐ２～５神奈川県における津波浸水想定域と対策の現状

神奈川県津波ハザードマップにおける津波浸水想定域

Ｐ２ ５

神奈川県津波 ザ ドマップにおける津波浸水想定域
神奈川県自治体の津波対策（海抜表示）の整備状況
神奈川県管理道路における津波対策（海抜表示）の整備状況神奈川県管理道路における津波対策（海抜表示）の整備状況
国土交通省における津波対策（海抜表示）の整備状況

道路管理者による海抜情報の設置方針（案）２ Ｐ６～７道路管理者による海抜情報の設置方針（案）

道路管理者別の海抜表示の設置方針（案）

神奈川県内の海抜表示に関わる設置方針（案）３

道路管理者別の海抜表示の設置方針（案）

Ｐ８～１３

海抜表示 設置方針（案） 比較

神奈川県内の海抜表示に関わる設置方針（案）３ Ｐ８～１３

海抜表示の設置方針（案）の比較
表示対象区間の方針表 象 間 方針
設置間隔の方針
設置対象物の方針設置対象物の方針
海抜表示の製品仕様等の方針
海抜表 設置方針（案）海抜表示の設置方針（案）

４４ 今後の予定 Ｐ１４～１５

今後の設置予定の考え方（案）
横浜国道事務所の設置例横浜国道事務所の設置例

1参考 基盤情報の活用について Ｐ１６



1神奈川県における津波浸水想定域と対策の現状について

１）神奈川県津波ハザードマップにおける津波浸水想定域

・神奈川県では、平成23年3月に発生した東日本大震災の甚大な津波被害を受けて、平
成23年5月～平成24年3月に検討会を実施し、津波ハザードマップを作成・公表
・神奈川県沿岸部（１６の市町）で津波の浸水被害が想定され 慶長型地震では鎌倉で・神奈川県沿岸部（１６の市町）で津波の浸水被害が想定され、慶長型地震では鎌倉で
最大14.5mの津波が予想され、被害軽減に向けての対策が急務

神奈川県 津波浸水想定検討部会 川崎市神奈川県 津波浸水想定検討部会
（H23.5.13～H24.3.27）

川崎市

12の地震動による津波予測

最大津波高

横浜市 慶長型地震
 明応型地震

大規模な
２地震

鎌倉

横浜
4.92m

最大津波高

藤沢市
寒川町

 元禄型関東地震と神縄・国府津
-松田断層帯の連動地震

東
鎌倉

14.47m

鎌倉市

藤沢市

茅ケ崎市

平塚市 元禄型関東地震
 房総半島南東沖地震
 南関東地震

横須賀
845m

逗子市
鎌倉市茅ケ崎市

大磯町
二宮町

 南関東地震
 神奈川県西部地震
 東海地震

その他
地震

8.45m
藤沢

10.70m
大磯
9.15m

横須賀市

葉山町
小田原市

 東海地震
 神縄・国府津-松田断層帯地震
 神奈川県東部地震

葉山逗子
13.55m小田原

8.63m

横須賀市神奈川県東部地震
 三浦半島断層群‐鴨川低地断

層帯地震

浦賀・三浦
9.56m三崎真鶴

三浦市真鶴町

 東京湾内地震

新たな津波浸水予測図

8.70m
真鶴
7.93m湯河原町

2
新たな津波浸水予測図
津波ハザードマップ作成の手引き 出典）神奈川県 津波ハザードマップデータより作成



1神奈川県における津波浸水想定域と対策の現状について

２）神奈川県自治体の津波対策（海抜表示）の整備状況

・関係市町（津波被害が想定される１６市町）では、13の市町で津波ハザードマップを公表
・最大クラスの津波に対しては、住民避難を柱とした総合的な防災対策の一環として、海
抜表示等の津波対策を実施（平成24年5月30日現在）抜表示等の津波対策を実施（平成24年5月30日現在）

津波ハザードマップ作成状況
津波情報対策

市町
津波ハザードマップ作成状況

（右欄は県実施箇所：内数）

有無 作成年月（改訂予定年月） 情報板等 海抜表示

H23 8 津波からの避難に
川崎市

川崎市で
未対策

横浜市 ○ H23.8 津波からの避難に
関するガイドライン作成

6 7,400

川崎市 H24年度予定※

○

川崎市未対策

横須賀市 ○ H21.3（H24年度） 4 4 1,800 30

平塚市 H24.9予定※ 17 4 180

鎌倉市 ○ H21 8（H24年度） 27 8 338

横浜市

鎌倉市 ○ H21.8（H24年度） 27 8 338

藤沢市 ○ H20.3（H24年度） 40 10 1,600

小田原市 ○ H19.8（H24年度） 66 9 868
寒川町

茅ケ崎市 ○ H20.3（H24.6） 16 11 18

逗子市 ○ H21.3（H24.9） 27 5 8
鎌倉市

藤沢市
寒川町

平塚市

三浦市 ○ H21.11（H24年度） 14 14 12

葉山町 ○ H19.12（H24年度） 7 7 100

寒川町 未定 79
逗子市

鎌倉市

茅ケ崎市大磯町
二宮町

寒川町 未定 79

大磯町 ○ H22.3（H24年度） 41 2 122

二宮町 ○ H22.3（H25.3） 13 2 133 2

葉山町

小田原市

真鶴町 ○ H21.3（H25.3） 5 3 39

湯河原町 ○ H20.3 18 2 110
横須賀市

小計 13 ※２市で作成予定 301 81 12,807 32

真鶴町

三浦市

真鶴町

湯河原町

神奈神奈川県調べ

3
横浜市 横須賀市鎌倉市



1神奈川県における津波浸水想定域と対策の現状について

３）神奈川県管理道路における津波対策（海抜表示）の整備状況

・神奈川県管理道路では、平成23年度に道路照明灯柱等に海抜（標高）シールを設置
（610箇所）し、適宜津波対策（海抜表示）の整備を実施
・ 平成24年度はシールでの対応が困難な箇所を標識（200箇所）で対応予定平成24年度はシ ルでの対応が困難な箇所を標識（200箇所）で対応予定

■神奈川県における津波対策実施状況

成 年度 済 成 年度 定箇所

事務所
県管理道路上の対策実施状況

H23年度 H24年度

平成２３年度設置済＋平成２４年度設置予定箇所

事務所
H23年度
シール

H24年度
標識（予定）

事務所計 ●津波浸水想定域 ＋
●標高10ｍ未満のエリア

横須賀 190 140 330

藤沢 252 10 262

●標高 未満 リア
を対象に抽出

藤沢 252 10 262

平塚 108 20 128

小田原 60 30 90

小計 610 200 810小計 610 200 810

▼平成２３年度はシールを設置▼平成２３年度はシ ルを設置
▼平成２４年度は看板を設置予定

これにて神奈川県管理道路の

出典）神奈川県県土整備局 海抜表示対象範囲より海抜表示看板

対策は完了予定

4
出典）神奈川県県土整備局 海抜表示対象範囲より

海抜シール

海抜表示看板



1神奈川県における津波浸水想定域と対策の現状について

４）国土交通省における津波対策（海抜表示）の整備状況 海抜表示シート設置方針（案）

・国土交通省では、海抜表示シート設置方針（案） 【2012.5.28通達】を参考に、各地域
において海抜情報の提供を推進
・神奈川県内の直轄国道では 海抜表示等の津波対策は実施しておらず 上記通達を・神奈川県内の直轄国道では、海抜表示等の津波対策は実施しておらず、上記通達を
受けて、今後、整備を進める予定

■神奈川県内の直轄路線■神奈川県内の直轄路線

横浜国道管理区間

川崎市
409246

路線名
管理延長

km
標高10m未満
との重複有無

1 15

35716km との重複有無

1号 92.5 ○
浜市

16
16

沿岸部の15号や号

15号 11.2 ○
横浜市

1

沿岸部の15号や
357号で津波浸水
想定域と重複

16号 56.8 ○

246号 73 1 ×

藤沢市寒川町

平塚市

246

16

1 357

246号 73.1 ×

357号 14.4 ○ 逗子市
鎌倉市茅ケ崎市

大磯町
二宮町

1
沿岸部の16号で357号 ○

409号 8.1 ○ 葉山町

二宮町

小田原市
16

標高10m未満

相模川周辺の1号
で標高10m未満

横須賀市
小田原市

1

で標高10m未満

小田原市周辺の

三浦市真鶴町

小田原市周辺の
1号で標高10m未満H24.7現在

津波対策は未実施 三浦市真鶴町

湯河原町

津波対策は未実施
出典）神奈川県津波ハザードマップデータ、国土数値情報
標高 斜度 デ デ 成

5
標高・傾斜度5次メッシュデータ、ＤＲＭデータより作成



２道路管理者による海抜表示の設置方針（案）

１）道路管理者別の海抜表示の設置方針（案） 【①国土交通省 道路局通達】

■目的

東 本大震災 甚大な被害をもたら た津波被害を踏まえ 津波被害を軽減するため・東日本大震災で甚大な被害をもたらした津波被害を踏まえ、津波被害を軽減するため
の対策の一つとして 道路施設等に海抜情報を表示することにより 道路利用者に海抜の対策の つとして、 道路施設等に海抜情報を表示することにより、道路利用者に海抜
情報を提供

■仕様（案）■仕様（案）

（１）表示対象区間・間隔 （３）海抜表示シート（１）表示対象区間 間隔

過去の被害実績や、想定さ

（３）海抜表示シ ト

形状は 海抜を表示する帯状シ
過去の被害実績や、想定さ
れる浸水区域等を参考に、
海抜を表示する対象区間

形状は、海抜を表示する帯状シー
トとし寸法は、縦30cm程度

海抜を表示する対象区間・
表示間隔を設定

青色を基調に、白抜き文字
表示する海抜は整数（小数点以下

200～300m間隔に設置
表示する海抜は整数（小数点以下
四捨五入）
かいばつ

（２）設置対象物
海抜のふりがなでの表記を併記

かいばつ

標識柱 門型柱 歩道橋柱 地盤から1.5m程度の
高さ 設置標識柱、門型柱、歩道橋柱

等の構造強度が高い道路施
設等で 人目に きやすい

高さに設置

設等で、人目につきやすい
場所に整備されたものに海

T.P.6m

抜を表示

6



２道路管理者による海抜表示の設置方針（案）

１）道路管理者別の海抜表示の設置方針（案） 【②神奈川県 県土整備局】

■目的

神奈川県 は ① 頃から 防災情報 提供と②災害時 おけ 避難情報 迅速な伝・神奈川県では、①日頃からの防災情報の提供と②災害時における避難情報の迅速な伝
達を目的に 「標高・海抜表示板（海抜表示シール、海抜表示看板）」を設置し 道路利達を目的に、「標高 海抜表示板（海抜表示シ ル、海抜表示看板）」を設置し、道路利
用者に海抜情報を提供

■仕様（案）■仕様（案）

（１）表示対象区間・間隔 （３）海抜表示シート（シール・看板）（１）表示対象区間 間隔 （３）海抜表示シ ト（シ ル 看板）

海抜（標高）10m以下の道路 形状は 海抜を表示する帯 形状は 海抜を表示する標海抜（標高）10m以下の道路
区間を対象（津波高10mを
超過する鎌倉市 逗子市等

形状は、海抜を表示する帯
状とし、シールの寸法は、縦

形状は、海抜を表示する標
識とし、寸法は、縦40cm×
横超過する鎌倉市・逗子市等

では、津波浸水エリアを包括
60cm×横12cm
青色を基調とした表記

横60cm
青色を基調に白抜き文字

約500m毎に設置
青色を基調とした表記
表示する海抜は小数点表記

青色を基調に白抜き文字
表示する海抜は小数点表記

（２）設置対象物

道路照明灯柱に海抜（標高）
シールを貼付シ ルを貼付
道路照明灯がない箇所は、
道路施設内に標識を設置道路施設内に標識を設置

7海抜表示看板海抜表示シール



３神奈川県内の海抜表示に関わる設置方針（案）

１）海抜表示の設置方針（案）の比較

・表示対象区間や間隔・製品仕様は、各道路管理者が独自に設定
・海抜表示の設置目的を踏まえると、道路利用者にとっての津波被害の軽減に資する観
点を重視し 必要最低限の整合・調整が必要点を重視し、必要最低限の整合・調整が必要

項 目
海抜表示シート設置方針（案）

【国土交通省 道路局通達】
神奈川県 津波対策（海抜表示）方針

【神奈川県県土整備局】

着手状況

【国土交通省 道路局通達】 【神奈川県県土整備局】

H24.7時点未着手 H23年度海抜シール設置済（610箇所）

過去の被害実績や津波想定浸水エリア等
海抜(標高)10m以下の道路区間
津波高10 を超過する鎌倉市等は表示対象区間

過去の被害実績や津波想定浸水エリア等
から海抜を表示する対象区間を設定

津波高10mを超過する鎌倉市等は
津波浸水エリア

表示対象区間

200～300m

津波浸水 リ

500m設置間隔

道路照明灯柱に海抜(標高)シールを
標識柱、歩道橋柱等の構造強度の高い
道路施設

貼付
道路照明灯が無い箇所は、道路施

設置対象物
道路施設 道路照明灯が無い箇所は、道路施

設内に海抜表示看板を設置
横須賀 リアは標高形状は海抜を表示する帯状シート

(縦30cm程度) 形状は海抜(標高)を表示する帯状
横須賀エリアは標高

青色を基調に白抜き文字
海抜は整数表示

シール(縦60cm×横12cm)

青色を基調とした青色文字
海抜表示の
製品仕様等 海抜は整数表示

海抜のふりがな等を併記

青色を基調とした青色文字
海抜は小数点表示(かいばつ)

製品仕様等

8
海抜のふりがな等を併記

※赤字は主な相違点



３神奈川県内の海抜表示に関わる設置方針（案）

２）表示対象区間の方針

項目 海抜表示シート設置方針（案） 神奈川県 津波対策（海抜表示）方針項目 海抜表示シ ト設置方針（案）
【国土交通省 道路局通達】

神奈川県 津波対策（海抜表示）方針
【神奈川県県土整備局】

対象路線・
区間の考え方

津波浸水想定エリア等にある道路
海抜10m以下、10mを超過する最大
津波浸水エリアにある道路区間の考え方 津波浸水エリアにある道路

1
409

1
409

1516 1516

246
東京湾
沿岸部

東京湾
沿岸部246

表示対象区間
246

3571 沿岸部
で重複

沿岸部
で重複

相模

246
3571

16
1

相模川
周辺で
重複

小田原
周辺で

16
1

神奈川県津波 ザ ド プデ タ ＤＲＭデ タより作成

重複周辺で
重複

神奈川県津波ハザードマップデータ、国土数値情報 標高・
斜度 次 デ デ 成神奈川県津波ハザードマップデータ、ＤＲＭデータより作成 傾斜度5次メッシュデータ、ＤＲＭデータより作成

方針設定の 日常の『海抜認知』と避難時の『情報提供』の両方に留意したエリア設
考え方 定が必要

設置方針
低い海抜（１０m以下の海抜）の周知および津波浸水想定エリアにある
道路を表示対象区間とします 審議事項 9
道路を表示対象区間とします。 審議事項



３神奈川県内の海抜表示に関わる設置方針（案）

３）設置間隔の方針

項目 海抜表示シート設置方針（案） 神奈川県 津波対策（海抜表示）方針項目 海抜表示シ ト設置方針（案）
【国土交通省 道路局通達】

神奈川県 津波対策（海抜表示）方針
【神奈川県県土整備局】

設置間隔の
時速4km/h（子供の小走り）で3～5
分毎に確認することに留意し 設置間

時速30km/hで走行した場合1分毎設置間隔の
考え方

分毎に確認することに留意し、設置間
隔を決定

時速30km/hで走行した場合1分毎
に確認

200 300 間隔設置間隔 500m間隔200～300m間隔設置間隔 500m間隔
（平成２３年度に設置済）

方針設定の
神奈川県管理道路では既に対策が進捗している事等に留意が必要

方針設定の
考え方

避難誘導の対象（歩行者、ドライバー）に応じて、設置間隔を設定する
ことが必要ことが必要

自動車の誘導を主体とする道路では 設置間隔500 を基本とします
設置方針

自動車の誘導を主体とする道路では、設置間隔500mを基本とします。
歩行者の誘導を主体とする道路では、設置間隔200～300mを基本設置方針 歩行者の誘導を主体とする道路では、設置間隔200 300mを基本
とします。 審議事項

※設置間隔は、道路の状況・周辺地域の海抜表示の設置状況に応じて管理者が判断します。

10



３神奈川県内の海抜表示に関わる設置方針（案）

４）設置対象物の方針

項目 海抜表示シート設置方針（案） 神奈川県 津波対策（海抜表示）方針

道路 等 海抜 貼付 能

項目 海抜表示シ ト設置方針（案）
【国土交通省 道路局通達】

神奈川県 津波対策（海抜表示）方針
【神奈川県県土整備局】

設置対象物の
構造強度の高い道路施設
津波発生時でも海抜表示の流出防止

道路照明等の海抜シールの貼付可能
な道路付属物設置対象物の

考え方
津波発生時でも海抜表示の流出防止
できる施設の選定

な道路付属物
シール貼付が困難な場合は海抜表示
看板の設置

標識柱 歩道橋柱

看板の設置

道路照明柱（平成23年度貼付済）標識柱、歩道橋柱
※上記の施設で設置密度を補完出来ない場設置対象物

道路照明柱（平成23年度貼付済）
※上記の施設で設置密度を補完出来ない場

合は 海抜表示看板で対応（平成24年
合は、その他の施設（道路照明柱等）

合は、海抜表示看板で対応（平成24年
度実施予定）

方針設定の
神奈川県管理道路では既に対策が進捗している事等に留意が必要
津波発生時でも海抜表示が流出しな 事が望ま

方針設定の
考え方

津波発生時でも海抜表示が流出しない事が望ましい
既設の道路付属物等の有効利用が望ましい既設の道路付属物等の有効利用が望ましい

標識柱 歩道橋柱等の構造強度が高い施設への設置を基本とし 設
設置方針

標識柱、歩道橋柱等の構造強度が高い施設への設置を基本とし、設
置密度の確保を踏まえ道路照明柱等の道路附属施設も設置対象物
とします。 審議事項

11※設置対象物は、路線の道路施設の状況に応じて、管理者が判断します。



３神奈川県内の海抜表示に関わる設置方針（案）

５）海抜表示の製品仕様等の方針

項目 海抜表示シート設置方針（案） 神奈川県 津波対策（海抜表示）方針項目 海抜表示シ ト設置方針（案）
【国土交通省 道路局通達】

神奈川県 津波対策（海抜表示）方針
【神奈川県県土整備局】

海 シ ルの色は 青色を基調に白地に青色海
抜
表

シートの配色
シールの色は、青色を基調に白地に青色
文字※平成23年度貼付済

シートの色は、青色を基調に白抜き文字

海抜表示 海抜表示は、小数表示（小数点第1位）
※平成23年度貼付済

表
示
の

表示桁数は、整数表示

ふりがな等の

※平成23年度貼付済

ふりがな等の併記は無し

の
製
品

子供の避難を想定しふりがな等を併
記併記

併
※平成23年度貼付済

品
仕
様 設置者を明記設置者の

記（海抜：かいばつ）

様
等

設置者を明記
※平成23年度貼付済

設置者の
明記等 設置者の明記は、規定なし

方針設定の
考 方

神奈川県管理道路では既に対策が進捗している事等に留意が必要
情報提供 意考え方 わかりやすい情報提供に留意が必要

海抜表示の製品仕様等は、以下の点を設置方針とします。
シートの配色は 標識であるため青色基調が望ましい

設置方針
シートの配色は、標識であるため青色基調が望ましい。
海抜表示は、道路の状況により整数表示、または小数表示とする。
海抜（かいばつ）のふりがな等は、できる限り併記することが望ましい。
維持管理を想定して 設置者を明記することが望ましい 審議事 12
維持管理を想定して、設置者を明記することが望ましい。 審議事項



３神奈川県内の海抜表示に関わる設置方針（案）

６）海抜表示の設置方針（案） 審議事項

・神奈川県内では、以下の４つの項目（表示対象区間・設置間隔・設置対象物・海抜表
製 仕様 ） 津 表 （案）示の製品仕様等）について、津波表示の設置方針（案）を設定

低い海抜（１０m以下の海抜）の周知および津波浸水想定エリアある道表示対象
路を表示対象区間とします。区間

自動車の誘導を主体とする道路では、設置間隔500mを基本とします。
歩行者の誘導を主体とする道路では、設置間隔200～300mを基本
とします

設置間隔
とします。

※設置間隔は 道路の状況・周辺地域の海抜表示の設置状況に応じて管理者が判断します

標識柱 歩道橋柱等の構造強度が高い施設への設置を基本とし 設

※設置間隔は、道路の状況 周辺地域の海抜表示の設置状況に応じて管理者が判断します。

標識柱、歩道橋柱等の構造強度が高い施設への設置を基本とし、設
置密度の確保を踏まえ道路照明柱等の道路附属施設も設置対象物設置対象物
とします。

※設置対象物は、路線の道路施設の状況に応じて、管理者が判断します。

海抜表示の製品仕様等は、以下の点を設置方針とします。
シートの配色は 標識であるため青色基調が望ましいシートの配色は、標識であるため青色基調が望ましい。
海抜表示は、道路の状況により整数表示、または小数表示とする。海抜表示の

製品仕様等 海抜（かいばつ）のふりがな等は、できる限り併記することが望ましい。
維持管理を想定して 設置者を明記することが望ましい

製品仕様等

13
維持管理を想定して、設置者を明記することが望ましい。



４今後の予定について

１）今後の設置予定の考え方（案）

・横浜国道事務所では、津波浸水想定域のエリア内の道路等、対策の緊急性を勘案し、
１５号をモデルとして先行的に設置予定
・神奈川県では 平成２３年度に実施した海抜表示シールで設置間隔（500m）に満たな・神奈川県では、平成２３年度に実施した海抜表示シ ルで設置間隔（500m）に満たな
い区間を対象に、海抜表示看板にて引き続き対応

項目 横浜国道事務所 神奈川県県土整備局

国道15号を先行的に整備し 海抜表

項目 横浜国道事務所 神奈川県県土整備局

国道15号を先行的に整備し、海抜表
示シートの運用上の問題点・改善点等

今後の設置
平成23年度に実施した海抜表示
シールで設置間隔500m未満の箇

を把握・確認
順次、残る整備対象路線・区間を対

今後の設置
予定の考え方

シ ルで設置間隔500m未満の箇
所を対象に、引き続き「津波表示看
板 を設置

順次、残る整備対象路線 区間を対
象に海抜表示シートを設置

板」を設置

1

15

40916

シールによる未対応区津波浸水想定域内に 海抜表示シ 設置

平成23年度 平成24年度予定

1516
シ ルによる未対応区
間に津波表示看板を
設置予定（200箇所）

津波浸水想定域内に
位置する15号をモデ

ルに先行整備

海抜表示シールの設置
（610箇所）

設置区間
246

357
1設置区間

位置図（案）
357

161 161

14



４今後の予定について

２）横浜国道事務所の設置例

・海抜表示の設置シートは、道路付属物の支柱径に応じて、道路利用者の視認性を考慮
し適宜設置
・支柱径が太い場合（φ40cm以上）は横型タイプ 支柱径が細い場合（φ40cm未満）は・支柱径が太い場合（φ40cm以上）は横型タイプ、支柱径が細い場合（φ40cm未満）は
縦型タイプを設置

設置対象物 標識柱歩道橋柱 道路照明柱

• φ60cm • φ20cm• φ30cm支柱径

設
置
場場
所

設置イメージ 縦30cm×横45cm 縦30cm×横45cm 縦60cm×横15cm 縦60cm×横15cm

横型 横型 縦型 縦型

貼
付付
イ
メ
ー

a
b
o
ve

a
b
o
v

ー
ジ

e
 se

a
 le

ve
l

ve
 se

a
 le

ve
l

横浜国道事務所

横浜国道事務所

15
横浜国道事務所

設置者がわかるように事務所名を記載



参考 基盤情報の活用について

・国土地理院が試験公開を実施している標高がわかるＷｅｂ地図を活用すると、海抜情
報を簡易に取得可能
http://saigai gsi go jp/2012demwork/checkheight/index htmlhttp://saigai.gsi.go.jp/2012demwork/checkheight/index.html

①Ｗｅｂサイトの表示 ③標高値を取得したい地点の表示

ⅱ）標高値を取得・表示
（例：標高値：1.8m）

ⅰ）地点の特定
（例 道15号鶴見警察署前）（例：国道15号鶴見警察署前）

②閲覧したい場所の表示②閲覧したい場所の表示

【標高値の取得手順】

ⅰ）標高値を取得したい箇所にカーソルを合わせ右クリック
ⅱ）地点の座標（緯度・経度情報） 標高値を取得・表示ⅱ）地点の座標（緯度 経度情報）、標高値を取得 表示

取得例） 国道15号鶴見警察署前→標高値：1.8m
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